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このたびは、弊社製スマートセキュアス
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き、誠にありがとうございます。

本書は、本製品の詳細な設定の説明や

困ったときの対策方法などについて説

明しています。使用前に必ず本書をお読

みください。
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■ 本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを行うこ
とは禁じられております。

■ BUFFALO™ は、株式会社バッファローの商標です。本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の
商標または登録商標です。 
本書では ™、®、© などのマークは記載していません。

■ 本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があ
り、現に購入された製品とは一部異なることがあります。

■ 本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがありまし
たら、お買い求めになった販売店または弊社サポートセンターまでご連絡ください。

■ 本製品は一般的なオフィスや家庭の OA 機器としてお使いください。万一、一般 OA 機器以外として使用さ
れたことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。
・医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使用し

ないでください。
・一般 OA 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するときは、ご使

用になるシステムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。
■ 本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しないで

ください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。
■ 本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するものについ

ては、日本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。
■ 本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項として記載

された取扱方法に違反する使用はお止めください。
■ 弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失・破損した場

合については、保証しておりません。本製品がハードディスク等の記憶装置の場合または記憶装置に接続
して使用するものである場合は、本書に記載された注意事項を遵守してください。また、必要なデータは
バックアップを作成してください。お客様が、本書の注意事項に違反し、またはバックアップの作成を
怠ったために、データを消失・破棄に伴う損害が発生した場合であっても、弊社はその責任を負いかねま
すのであらかじめご了承ください。

■ 本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過失が
あった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。

■ 本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品
に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の責に任じません。

BSL_series.book  2 ページ  ２００６年１１月７日　火曜日　午後４時２３分



BSL_series.book  1 ページ  ２００６年１１月７日　火曜日　午後４時２３分
目次

1 製品概要 .................................. 3

特長........................................................ 3
ネットワーク電源供給（PoE）［BSL-PS-2108M のみ］............ 5
LAN ポート仕様 ............................................. 6

2 ネットワークプランニング .................. 7

本製品を使ったネットワーク構成.............................. 7
例 1. ポートベース VLAN（会社の場合）...................... 7
例 2. マルチプル VLAN（学校の場合）.......................13
例 3. マルチプル VLAN（インターネットマンションの場合）...19
例 4. タグ VLAN（会社の場合）.............................24

3 設定画面 ................................. 31

スイッチの設定画面.........................................31
設定画面を表示する.......................................31
トップページ.............................................32
パネル表示...............................................33

ネットワークからのアクセス.................................33
メニュー階層...............................................34
ユーザ認証設定画面.........................................36

ユーザ認証ステータス.....................................36
認証サーバ設定...........................................37
ポート認証設定...........................................38

ポート設定画面.............................................39
ポートステータス.........................................39
速度 / モード設定 .........................................40
MAC アドレスフィルタリング..............................42
ストームコントロール.....................................43

VLAN 設定画面 .............................................44
VLAN ステータス.........................................44
VLAN ポート設定.........................................46

QoS 設定画面 ..............................................47
QoS ステータス ..........................................47
BSL シリーズユーザーズマニュアル 1



2

BSL_series.book  2 ページ  ２００６年１１月７日　火曜日　午後４時２３分
QoS ポート設定 ..........................................49
PoE 設定画面［BSL-PS-2108M のみ］.........................51

PoE ステータス ..........................................51
PoE ポート設定 ..........................................53

管理画面...................................................54
システム情報.............................................54
本体設定.................................................55
時間設定.................................................57
ポート統計情報...........................................58
MAC テーブル............................................59
ログ情報.................................................60
Syslog 転送設定 ..........................................61
Ping　...................................................62
ファームウェア更新.......................................63
設定保存 / 復元 ...........................................64
設定初期化 / 再起動 .......................................65

出荷時設定一覧.............................................66

4 困ったときは ............................. 68

困ったときの対処方法.......................................68
BSL シリーズユーザーズマニュアル



BSL_series.book  3 ページ  ２００６年１１月７日　火曜日　午後４時２３分
特長

1 第 1 章 製品概要
 

特長

本製品のおもな特長は次のとおりです。

ハードウェア
• 全ポート AUTO MDIX 対応

• スイッチングファブリック：1.6Gbps・・・・・・BSL-SS-2008M / BSL-PS-2108M 
3.8Gbps・・・・・・BSL-SS-2016M

• 内蔵バッファ：256kbytes（パケットバッファ）・・・・・・BSL-SS-2008M / BSL-PS-2108M 
512kbytes（パケットバッファ）・・・・・・BSL-SS-2016M

• LED インジケータ搭載

• 全ポート PoE 給電可能（BSL-PS-2108M のみ）

レイヤ 2 スイッチング
• 802.3x フローコントロール、バックプレッシャー機能搭載

• スループット 100M：148810pps、10M：14881pps
• VLAN 対応 

BSL-SS-2008M/BSL-SS-2016M VLAN グループ数：256、VLAN ID：1-511 
BSL-PS-2108M VLAN グループ数：256、VLAN ID：1-4094

• IEEE802.1Q（VLAN Tagging）、ポートベース VLAN、マルチプル VLAN 対応

• 最大 4096 件の MAC アドレスエントリー

• HOL ブロッキング防止機能搭載

• エラーフレーム（59 バイト以下の Runt frame、CRC error、Long frame、Alignment error、  Symbol 
error）を自動的にカット

• ブロードキャスト／マルチキャストストームコントロール（BSL-PS-2108M のみ）

管理機能
• WEB ブラウザによる設定が可能（Windows パソコンで InternetExplorer6.0 以上が必要です）

• HTTP によるファームウェアアップグレード機能

• HTTP による設定の保存 / 復元

• AirStation Admin Tools（別売：WL-ADT Ver1.30 以降）を使った本製品の検索 / 応答、IP アドレスの
変更、ファームウェアの更新、設定の保存 / 復元、アライブチェックに対応
※ BSL-SS-2008M をお使いの場合は、ファームウェアのバージョン 1.0.9（5133）以降へのアップグ

レードが必要です。

• シスログサーバ機能（ログメッセージをサーバに送信）をサポート

• 添付のユーティリティにて IP アドレスを変更可能（対応 OS：Windows XP/2000）

• SNTP 対応

• ポートごとに送受信フレームの統計情報を表示可能
BSL シリーズユーザーズマニュアル 3
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セキュリティ機能
• ユーザ名（admin から変更不可）、パスワード（出荷時状態では設定されていません）

• IEEE802.1X 対応（EAP-MD5、EAP-TLS、EAP-TTLS、EAP-MS PEAP に対応）

• MAC アドレスフィルタ機能（指定した送信元 MAC アドレスからのフレームのみスイッチング
し、その他の送信元 MAC アドレスからのフレームは破棄する） 
※１ポートに最大 16MAC アドレス登録可能です。

QoS 機能
• 4 レベルパケットプライオリティ

• ポートベース、IEEE802.1p によるプライオリティサポート

• WRR または Strict によるキュースケジューリング

• TOS による IP パケットプライオリティサポート

PoE 機能（BSL-PS-2108M のみ）
• IEEE802.3af に準拠した受電装置検出（Detection）、クラス分類（Classification）対応

• IEEE802.3af に準拠した過電流保護機能

• PoE による最大供給電力 60W
• パワーマージン設定可能（10/15/20W）
BSL シリーズユーザーズマニュアル
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ネットワーク電源供給（PoE）［BSL-PS-2108M のみ］

ネットワーク電源供給（PoE）［BSL-PS-2108M のみ］

スイッチは、PoE(Power over Ethernet) 給電機能を搭載しています。PoE(Power over Ethernet) とは、   
LAN ケーブルを用いて電源供給を行う機能です。1 本の LAN ケーブルでデータ信号と電力を供給
することができます。電源配線を気にすることなく機器を自由に配置することができます。

PoE 受電機能に対応した無線アクセスポイントやスイッチング Hub、IP 電話など（以後、PD と表記
します）は、電源ケーブルを接続する必要がなく、電源コンセントの位置を気にすることなく機器
の設置が可能となります。
※ PD への最大供給電力は、8 ポート全体で 60W までです。

スイッチには、過電流保護機能（IEEE802.3af 準拠）が搭載されています。この機能によって、スイッ
チの PoE 機能はデフォルトで以下の動作をおこないます。

• PD に供給できる電力の残りがパワーマージン（デフォルト 10W）より少なくなると、新しい PD
をスイッチに接続しても、その PD には電力は供給されません。

※動作確認済み PD は、弊社ホームページ（http://buffalo.jp）で確認してください。
BSL シリーズユーザーズマニュアル 5
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LAN ポート仕様

スイッチの LAN ポートの仕様は、次のとおりです。

PoE 非対応製品のポート仕様

※ AUTO-MDIX 機能により、送信 / 受信データを自動的に切り替えます。

PoE 対応製品のポート仕様

※ AUTO-MDIX 機能により、送信 / 受信データを自動的に切り替えます。
BSL シリーズユーザーズマニュアル
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2 第 2 章 ネットワークプランニング
 

本製品を使ったネットワーク構成

例 1. ポートベース VLAN（会社の場合）
ポートベース VLAN は、ブロードキャストドメインを分割し、セキュリティを向上させたり、ネッ

トワークパフォーマンスの低下を防いだりするために使われます。
この例では、ポートベース VLAN を利用して、総務部が属する VLAN と経理部が属する VLAN を

分割する設定方法を説明します。この場合、総務部と経理部の間を通信できなくします。
※ ここでは、BSL-SS-2016M を使った設定手順を説明いたします。

設定の概要
• 本製品を 1 台使用する。

• ポート 1 ～ 8 を総務部、ポート 9 ～ 16 を経理部に割り当てる。

• VLAN を 2 グループ作成する。 
VLAN1：ポート 1 ～ 8 
VLAN2：ポート 9 ～ 16

設定の流れ
BSL シリーズユーザーズマニュアル 7
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本製品へのログイン
Web ブラウザを使って、ネットワークから本製品へログインします。

1 「スタート」－「（すべての）プログラム」－「BUFFALO」－「BSLシリーズユーティリ

ティ」－「IP 設定ユーティリティ」を選択して、IP 設定ユーティリティを起動しま

す。
※ IP 設定ユーティリティがインストールされていない場合は、「かんたん設定ガイド」を参照し

てインストールしてください。

2 スイッチが検索されます。

3 ユーザー名とパスワードの入力画面が表示されます。

パスワードは、出荷時状態では設定されていません。設定をおこなう前にユーザ名の変
更およびパスワードを設定することをお勧めします。

VLAN の作成
 「設定の概要」(P.7) のとおりに VLAN を作成します。

VLAN1 はデフォルトで作成されていますので、ここでは VLAN2 を作成してから VLAN1 を変更し

ます。

• VLAN1：ポート 1 ～ 8
• VLAN2：ポート 9 ～ 16

1 ［詳細設定］－［VLAN 設定］をクリックして、「VLAN ステータス」画面を開きます。

①スイッチを選択します。

②［WEB 設定］をクリックします。

②［OK］をクリックします。

①「ユーザー名」欄：admin（小文字）を入力

します

「パスワード」欄：空欄のままにします
BSL シリーズユーザーズマニュアル
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2 VLAN2 を設定します。 

VLAN ID を 2、VLAN 名を「KEIRI」、ポート 9 ～ 16 を Static Untagged に設定しま  

す。［設定］ボタンをクリックします。

3 VLAN1 の設定を変更します（ポート 1 ～ 8 だけを VLAN1 のメンバー）。 

画面上部に表示されている一覧から、「VLAN ID1」欄の「編集」をクリックします。 

選択

クリック

入力

クリック
BSL シリーズユーザーズマニュアル 9
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4 VLAN 名を「SOUMU」、VLAN1 のメンバーからポート 9 ～ 16 を外します（Not
Member に設定します）。 

［設定］ボタンをクリックします。

VLANを作成したら、各ポートにPVIDを設定する必要があります。PVIDを設定しないと、

VLAN は機能しません（11 ページ「PVID（Port VLAN ID）の設定」を参照）。

本製品の設定画面には、VLAN ID 1 に属するポートからのみアクセスすることができま  

す。管理パソコンが接続されているポートを VLAN ID 1 のメンバーから外すと、設定画  

面が開けなくなります。

選択

クリック

入力
BSL シリーズユーザーズマニュアル
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PVID（Port VLAN ID）の設定
各ポートに所属させる VLAN（PVID）を設定します。この例では、VLAN1 に属するポートに PVID1、

VLAN2 に属するポートに PVID2 を設定します。

• PVID 1：ポート 1 ～ 8
• PVID 2：ポート 9 ～ 16

1 ［詳細設定］－［VLAN 設定］－［VLAN ポート設定］をクリックして、「PVID 設定」画

面を開きます。

2 各ポートの PVID を設定します。 

ポート 1 ～ 8 を「1」、ポート 9 ～ 16 を「2」に設定します。 

［設定］ボタンをクリックします。

入力

クリック
BSL シリーズユーザーズマニュアル 11
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VLAN の設定確認
これまでに設定した内容を確認します。

1 ［詳細設定］－［VLAN 設定］をクリックして、「VLAN ステータス」画面を開きます。 

現在の VLAN 設定が表示されます。
BSL シリーズユーザーズマニュアル
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例 2. マルチプル VLAN（学校の場合）
マルチプルポート（オーバーラップポート）は、すべての VLAN グループにオーバーラップしてい

る（重なっている）ポートです。このポートには、バックボーンやサーバといった、各 VLAN グルー

プからアクセス可能にしたいネットワークリソースを接続します。
この例では、マルチプル VLAN を利用して、職員室が属する VLAN とその他の教室が属する VLAN
に分割し、ルータやサーバを接続するポートをマルチプルポート（オーバーラップポート）にする
設定方法を説明します。この場合、職員室からも教室からもインターネットや校内のサーバにアク
セスできますが、職員室と教室の間では通信できません。
※ ここでは、BSL-SS-2016M を使った設定手順を説明いたします。

設定の概要
• 本製品を 1 台使用する。

• ポート 1 ～ 6 を職員室、ポート 9 ～ 16 を教室、ポート 7、8 をルータとサーバに割り当てる。

• VLAN を 3 グループ作成する。 
VLAN1：ポート 1 ～ 16（デフォルトで作成済み） 
VLAN2：ポート 1 ～ 8 
VLAN3：ポート 7 ～ 16

職員室と教室は、同じサブネットに設定してください。例えば、各ホストに 192.168.1.x/
24（x は任意）という IP アドレスを割り付けます。VLAN1 は、VLAN2、3 からインター

ネットやサーバにアクセスするために必要となります。
BSL シリーズユーザーズマニュアル 13
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設定の流れ

本製品へのログイン
Web ブラウザを使って、ネットワークから本製品へログインします。

1 「スタート」－「（すべての）プログラム」－「BUFFALO」－「BSLシリーズユーティリ

ティ」－「IP 設定ユーティリティ」を選択して、IP 設定ユーティリティを起動しま

す。
※ IP 設定ユーティリティがインストールされていない場合は、「かんたん設定ガイド」を参照し

てインストールしてください。

2 スイッチが検索されます。

3 ユーザー名とパスワードの入力画面が表示されます。

パスワードは、出荷時状態では設定されていません。設定をおこなう前にユーザ名の変
更およびパスワードを設定することをお勧めします。

①スイッチを選択します。

②［WEB 設定］をクリックします。

②［OK］をクリックします。

①「ユーザー名」欄：admin（小文字）を入力

します

「パスワード」欄：空欄のままにします
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VLAN の作成
 「設定の概要」(P.13) のとおりに VLAN を作成します。

VLAN1 はデフォルトで作成されていますので、ここでは VLAN2、VLAN3 を作成します。

• VLAN1：ポート 1 ～ 16
• VLAN2：ポート 1 ～ 8
• VLAN3：ポート 7 ～ 16

1 ［詳細設定］－［VLAN 設定］をクリックして、「VLAN ステータス」画面を開きます。

2 VLAN2 を設定します。 

VLAN IDを 2、VLAN 名を「SYOKUINSHITSU」、ポート 1 ～ 8 をStatic Untagged に  

設定します。［設定］ボタンをクリックします。

クリック

入力

選択
BSL シリーズユーザーズマニュアル 15
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3 VLAN3 を設定します。 

VLAN ID を 3、VLAN 名を「KYOUSHITSU」、ポート 7 ～ 16 を Static Untagged に設  

定します。［設定］ボタンをクリックします。

VLANを作成したら、各ポートにPVIDを設定する必要があります。PVIDを設定しないと、

VLAN は機能しません（ 「PVID（Port VLAN ID）の設定」(P.17) を参照）。

本製品の設定画面には、VLAN ID 1 に属するポートからのみアクセスすることができま  

す。管理パソコンが接続されているポートを VLAN ID 1 のメンバーから外すと、設定画  

面が開けなくなります。

選択

クリック

入力
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PVID（Port VLAN ID）の設定
各ポートに対応させる VLAN（PVID）を設定します。この例では、マルチプルポート（オーバーラッ

プポート）7、8 に VLAN1 を設定します。

その他のポートについては、VLAN2 に属するポートに PVID2、VLAN3 に属するポートに PVID3 を

設定します。

• PVID1：ポート 7、8
• PVID2：ポート 1 ～ 6
• PVID3：ポート 9 ～ 16

1 ［詳細設定］－［VLAN 設定］－［VLAN ポート設定］をクリックして、「PVID 設定」画

面を開きます。

2 各ポートの PVID を設定します。 

ポート 7,8 を「1」、ポート 1 ～ 6 を「2」、ポート 9 ～ 16 を「3」に設定します。 

［設定］ボタンをクリックします。

入力
クリック
BSL シリーズユーザーズマニュアル 17
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VLAN の設定確認
これまでに設定した内容を確認します。

1 ［詳細設定］－［VLAN 設定］をクリックして、「VLAN ステータス」画面を開きます。 

現在の VLAN 設定が表示されます。
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例 3. マルチプル VLAN（インターネットマンションの

場合）
この例では、マルチプル VLAN を利用して、マンションの各部屋とインターネットを接続し、各部

屋間の通信は禁止する方法を説明します。具体的には、部屋数が15のインターネットマンションの

各部屋を VLAN で分割し、インターネット（ルータなど）に接続するポートをマルチプルポート

（オーバーラップポート）にする設定方法を説明します。
※ ここでは、BSL-SS-2016M を使った設定手順を説明いたします。

設定の概要
• 本製品を 1 台使用する。

• ポート 1 をルータなど、ポート 2 ～ 16 を各部屋に割り当てる。

• VLAN を 16 グループ作成する。 
VLAN1：ポート 1 ～ 16（デフォルトで作成済み） 
VLAN2：ポート 1、2 VLAN3：ポート 1、3 
VLAN4：ポート 1、4 VLAN5：ポート 1、5 

・ 
・ 
・ 

VLAN12：ポート 1、12 VLAN13：ポート 1、13 
VLAN14：ポート 1、14 VLAN15：ポート 1、15 
VLAN16：ポート 1、16

• マンションの各部屋は、同じサブネットに設定してください。例えば、各ホストに

192.168.1.x/24（x は任意）という IP アドレスを割り付けます。

• VLAN1 は、各部屋（VLAN2 ～ 16）からインターネットにアクセスするために必要です。
BSL シリーズユーザーズマニュアル 19
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設定の流れ

本製品へのログイン
Web ブラウザを使って、ネットワークから本製品へログインします。

1 「スタート」－「（すべての）プログラム」－「BUFFALO」－「BSLシリーズユーティリ

ティ」－「IP 設定ユーティリティ」を選択して、IP 設定ユーティリティを起動しま

す。
※ IP 設定ユーティリティがインストールされていない場合は、「かんたん設定ガイド」を参照し

てインストールしてください。

2 スイッチが検索されます。

3 ユーザー名とパスワードの入力画面が表示されます。

パスワードは、出荷時状態では設定されていません。設定をおこなう前にユーザ名の変
更およびパスワードを設定することをお勧めします。

①スイッチを選択します。

②［WEB 設定］をクリックします。

②［OK］をクリックします。

①「ユーザー名」欄：admin（小文字）を入力

します

「パスワード」欄：空欄のままにします
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VLAN の作成
 「設定の概要」(P.19) のとおりに、VLAN を作成します。VLAN1 はデフォルトで作成されていますの 

で、ここでは VLAN2 ～ VLAN16 を作成します。

• VLAN1：ポート 1 ～ 16
• VLAN2：ポート 1、2
• VLAN3：ポート 1、3 

...
• VLAN15：ポート 1、15
• VLAN16：ポート 1、16

1 ［詳細設定］－［VLAN 設定］をクリックして、「VLAN ステータス」画面を開きます。

2 VLAN2 を設定します。 

VLAN ID を 2、ポート 1 とポート 2 を Static Untagged に設定します。［設定］ボタ  

ンをクリックします。

3 VLAN3 を設定します。 

VLAN ID を 3、ポート 1 とポート 3 を Static Untagged にします。 

［設定］ボタンをクリックします。

4 以降、VLAN4 ～ VLAN16 も手順 2 と同様の手順で設定します。

VLANを作成したら、各ポートにPVIDを設定する必要があります。PVIDを設定しないと、

VLAN は機能しません（ 「PVID（Port VLAN ID）の設定」(P.22) を参照）。

選択

クリック

入力
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本製品の設定画面には、VLAN ID 1 に属するポートからのみアクセスすることができま  

す。管理パソコンが接続されているポートを VLAN ID 1 のメンバーから外すと、設定画  

面が開けなくなります。

PVID（Port VLAN ID）の設定
各ポートに対応させる VLAN を PVID として設定します。この例では、オーバーラップポート 1 に

PVID1 を設定します。

その他のポートについては、VLAN2 に属するポート（ポート 2）に PVID2、

VLAN3 に属するポート（ポート 3）に PVID3、以下同様に PVID16 まで設定します。

• PVID1：ポート 1
• PVID2：ポート 2
• PVID3：ポート 3 

...
• PVID15：ポート 15
• PVID16：ポート 16

1 ［詳細設定］－［VLAN 設定］－［VLAN ポート設定］をクリックして、「PVID 設定」画

面を開きます。

2 各ポートの PVID を設定します。 

ポート 1 を「1」、ポート 2 を「2」、ポート 3 を「3」、....、ポート 15 を「15」、ポート 16
を「16」に設定します。 

［設定］ボタンをクリックします。

入力

クリック
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VLAN の設定確認
これまでに設定した内容を確認します。

1 ［詳細設定］－［VLAN 設定］をクリックして、「VLAN ステータス」画面を開きます。 

現在の VLAN 設定が表示されます。
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例 4. タグ VLAN（会社の場合）
この例では、タグ VLAN を利用して、本製品 2 台を UTP ケーブル 1 本で接続し、総務部が属する

VLAN と営業部が属する VLAN を分割する方法を説明します。

この場合は、総務部と営業部の間では通信できませんが、異なるスイッチに接続されている同じ
VLAN グループ（総務部同士、営業部同士）は通信できます。

※ ここでは、BSL-SS-2016M を使った設定手順を説明いたします。

タグ VLAN と非タグ VLAN の比較

• タグ VLAN を使用しない場合（非タグ VLAN） 

スイッチ間の接続には、VLAN グループの数だけ UTP ケーブルが必要になります。

VLAN グループを新たに追加すると、ケーブルも追加する必要があります。頻繁にレ

イアウトを変更したり、スイッチ間の距離が離れていたりすると、ケーブル配線も困

難になります。

• タグ VLAN を使用する場合 

スイッチ間を接続するときは、VLAN グループの数に関わらず、1 本の UTP ケーブル

で接続できます。VLAN グループを新たに追加しても、ケーブルを追加する必要はあ

りませんので、ケーブル配線が容易になります。
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設定の概要
• 本製品を 2 台使用する。

• ポート 9 をタグ付きポートにして本製品同士を接続する。

• タグなしポート 1 ～ 8 を総務部に、タグなしポート 10 ～ 16 を営業部に割り当てる。

• VLAN を 2 グループ作成する。 
VLAN1：タグなしポート 1 ～ 8、タグ付きポート 9 
VLAN2：タグなしポート 10 ～ 16、タグ付きポート 9

※ この例では、本製品を 2 台とも同じ設定にします。

設定の流れ
BSL シリーズユーザーズマニュアル 25
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本製品へのログイン
Web ブラウザを使って、ネットワークから本製品へログインします。

1 「スタート」－「（すべての）プログラム」－「BUFFALO」－「BSLシリーズユーティリ

ティ」－「IP 設定ユーティリティ」を選択して、IP 設定ユーティリティを起動しま

す。
※ IP 設定ユーティリティがインストールされていない場合は、「かんたん設定ガイド」を参照し

てインストールしてください。

2 スイッチが検索されます。

3 ユーザー名とパスワードの入力画面が表示されます。

パスワードは、出荷時状態では設定されていません。設定をおこなう前にユーザ名の変
更およびパスワードを設定することをお勧めします。

①スイッチを選択します。

②［WEB 設定］をクリックします。

②［OK］をクリックします。

①「ユーザー名」欄：admin（小文字）を入力

します

「パスワード」欄：空欄のままにします
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VLAN の作成
 「設定の概要」(P.25) のとおりに、VLAN を作成します。VLAN1 はデフォルトで作成されていますの 

で、ここでは VLAN2、VLAN3 を作成してから VLAN1 を変更します。

• VLAN1：タグなしポート 1 ～ 8、タグ付きポート 9
• VLAN2：タグなしポート 10 ～ 16、タグ付きポート 9

1 ［詳細設定］－［VLAN 設定］をクリックして、「VLAN ステータス」画面を開きます。

2 VLAN2 を設定します。VLAN ID を 2、VLAN 名を「EIGYOU」、ポート 1 ～ 8 を 

「Not Member」、ポート9を「Static Tagged」に、ポート10～16を「Static Untagged」   
に設定します。 
画面左下の［設定］ボタンをクリックします。

選択

クリック

入力
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3 VLAN1 の設定を変更します（ポート 1 ～ 9 だけを VLAN1 のメンバー）。 

画面上部に表示されている一覧から、「VLAN ID1」欄の「編集」をクリックします。 

4 VLAN 名は「SOUMU」、ポート 1 ～ 8 を「Static Untagged」、ポート 9 を「Static 
Tagged」、ポート 10 ～ 16 を「Not Member」に設定します。

VLANを作成したら、各ポートにPVIDを設定する必要があります。PVIDを設定しないと、

VLAN は機能しません（ 「PVID（Port VLAN ID）と VLAN タグの設定」(P.29) を参照）。

本製品の設定画面には、VLAN ID 1 に属するポートからのみアクセスすることができま  

す。管理パソコンが接続されているポートを VLAN ID 1 のメンバーから外すと、設定画  

面が開けなくなります。

クリック

入力

クリック

選択
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PVID（Port VLAN ID）と VLAN タグの設定
各ポートに対応させる VLAN（PVID）を設定します。この例では、VLAN1 に属するポート（ポート 1
～ 9）に PVID1、VLAN2 に属するポート（ポート 10 ～ 16）に PVID2 を設定します。

• PVID1：ポート 1 ～ 9
• PVID2：ポート 10 ～ 16

1 ［詳細設定］－［VLAN 設定］－［VLAN ポート設定］をクリックして、「PVID 設定」画

面を開きます。

2 各ポートの PVID を設定します。 

ポート 1 ～ 9 を「1」、ポート 10 ～ 16 を「2」にします。 

［設定］ボタンをクリックします。

入力
クリック
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VLAN の設定確認
これまでに設定した内容を確認します。

1 ［詳細設定］－［VLAN 設定］をクリックして、「VLAN ステータス」画面を開きます。 

現在の VLAN 設定が表示されます。
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3 第 3 章 設定画面
 

スイッチの設定画面

スイッチの設定画面を表示するには、パソコンにインストールされている Web ブラウザ（Windows
パソコンで Internet Explorer 6.0 以降）を使用します。

※ ここでは、BSL-SS-2016M の画面を元にして、説明いたします。

設定画面を表示する
本製品の設定画面を表示する手順は、次のとおりです。

1 「スタート」－「（すべての）プログラム」－「BUFFALO」－「BSLシリーズユーティリ

ティ」－「IP 設定ユーティリティ」を選択して、IP 設定ユーティリティを起動しま

す。
※ IP 設定ユーティリティがインストールされていない場合は、「かんたん設定ガイド」を参照し

てインストールしてください。

2 スイッチが検索されます。

3 ユーザー名とパスワードの入力画面が表示されます。

①スイッチを選択します。

②［WEB 設定］をクリックします。

②［OK］をクリックします。

①「ユーザー名」欄：admin（小文字）を入力

します

「パスワード」欄：空欄のままにします
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4 設定画面が表示されます。

トップページ
本製品の設定画面を表示すると、画面の左側には設定をおこなうためのボタン、右側にはポートス
テータスが表示されます。設定パラメータの変更や本製品の動作状態を表示するには、「認証簡易
設定」ボタン、または「詳細設定」ボタンをクリックします。（BSL-PS-2108M をお使いの場合は、

「QoS 簡易設定」ボタンで QoS の設定を変更することが可能です）
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パネル表示
詳細設定画面の上部では、スイッチのポートの図で各ポートの状態（リンク状態、認証状況）が確認
できます。

ネットワークからのアクセス

接続されているネットワークのどこからでも、本製品にアクセスし、管理することができます。た
だし、本製品にあらかじめ有効な IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを設定

しておく必要があります。本製品とのリンクを確立できない場合は、次の点を確認してください。

• ネットワーク接続が有効であること。

• 本製品に有効な IP アドレスが設定されていること。

• 接続しているポートが無効になっていないこと。

• 接続している LAN ケーブルに問題がないこと。

• セキュリティソフトが無効になっていること。

（青） （黄） （緑） （灰）
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メニュー階層

メニューインタフェースのメニュー項目と体系は、次のとおりです。各メニューの説明は、それぞ
れのページを参照してください。

Main Menu 説明 ページ

ユーザ認証設定画面

ユーザ認証ステータス 本製品のユーザ認証に関する情報を表示
します。

36 ページ

認証サーバ設定 本製品に認証サーバを登録します。 37 ページ

ポート認証設定 各ポートで認証する／しないを設定しま
す。

38 ページ

ポート設定画面

ポートステータス 各ポートのステータスを表示します。 39 ページ

速度 / モード設定 各ポートの速度 / モードを設定します。 40 ページ

MAC アドレスフィルタリング MAC アドレスでのフィルタ設定をおこ
ないます。

42 ページ

ストームコントロール ストームコントロールのしきい値をを設
定します。

43 ページ

VLAN 設定画面

VLAN ステータス 各ポートの VLAN ステータスを表示し
ます。

44 ページ

VLAN ポート設定 各ポートの VLAN の設定をおこないま
す。

46 ページ

QoS 設定画面

QoS ステータス 各ポートの QoS ステータスを表示しま
す。

47 ページ

QoS ポート設定 各ポートの QoS の設定をおこないます。 49 ページ

PoE 設定画面［BSL-PS-2108M のみ］

PoE ステータス PoE のステータス情報を表示します。 51 ページ

PoE ポート設定 各ポートの PoE 機能の有効／無効の設
定と優先度の設定をおこないます。

53 ページ

管理画面

システム情報 本製品に関する情報を表示します。 54 ページ

本体設定 本製品を識別する情報を設定します。 55 ページ

時間設定 本製品の時刻設定をおこないます。 57 ページ

ポート統計情報 各ポートごとの統計情報を表示します。 58 ページ

MAC テーブル MAC アドレステーブルを表示します。 59 ページ

ログ情報 本製品のログ情報を表示します。 60 ページ
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Syslog 転送設定 本製品のログ情報を Syslog サーバに転
送する設定をおこないます。

61 ページ

Ping Ping コマンドを実行します。 62 ページ

ファームウェア更新 本製品のファームウェアを更新します。 63 ページ

設定保存 / 復元 本製品に設定されている内容をファイル
に保存したり、復元したりします。

64 ページ

設定初期化 / 再起動 本製品を初期化したり、再起動したりし
ます。

65 ページ
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ユーザ認証設定画面

ユーザ認証ステータス

本製品のユーザ認証に関する情報を表示します。

⇒ ユーザ認証設定－ユーザ認証ステータス

パラメータ 説明

認証サーバ 登録している認証サーバを表示します。

認証ステータス 各ポートの認証ステータス（認証済み／未認証／認証

しない）を表示します。
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認証サーバ設定

本製品に認証サーバを登録します。

⇒ ユーザ認証設定－認証サーバ設定

パラメータ 説明

認証サーバ 登録する認証サーバの各パラメータを入力します。

認証サーバ IP ：認証サーバの IP アドレスを設定します。

認証ポート ：認証ポート番号を設定します。（1-65535）
Shared Secret：Shared secret を設定します。 

（半角英数字記号で最大 32 文字まで）

Timeout ：認証サーバに対する認証要求パケットのタイ 

ムアウト時間を設定します。（1 ～ 60 秒）

確認回数 ：認証サーバに認証要求する回数を設定しま 

す。（1 ～ 10 回）

有効時間 認証済みのクライアントに再認証を要求するまでの時間を設

定します。（1-1090 分、デフォルト 60 分）

※認証サーバにタイムアウト時間（Session-Timeout）が設定

されている場合、本項目は無効になり、サーバ側のタイムア

ウト時間にしたがいます。
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ポート認証設定

各ポートで認証する／しないを設定します。

⇒ ユーザ認証設定－ポート認証設定

※すべてのポートを「認証する」設定にすると、本製品の設定画面が表示できなくなります。その

ため、本製品ではすべてのポートを「認証する」設定にすることができないようになっていま

す。

パラメータ 説明

認証 各ポートで認証する／しないを設定します。
BSL シリーズユーザーズマニュアル



BSL_series.book  39 ページ  ２００６年１１月７日　火曜日　午後４時２３分
ポート設定画面

ポート設定画面

ポートステータス

各ポートのステータスを表示します。

⇒ ポート設定－ポートステータス

パラメータ 説明

ポート ポート番号を表示します。

Name ポート名を表示します。

ポート有効化 ポートの有効 / 無効を表示します。

Flow Control フロー制御の有効 / 無効を表示します。

LinkStatus リンク状態を表示します。

Mode オートネゴシエーションが有効（自動）か無効（手動）かを表示

します。

Speed/Duplex Mode 通信速度およびデュプレックスを表示します。
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速度 / モード設定

各ポートの速度 / モードを設定します。

⇒ ポート設定－速度 / モード設定

パラメータ 説明

ポート ポート番号を表示します。

Name ポート名を設定します。

ポート有効化 ポートの有効 / 無効を設定します。

※すべてのポートを「OFF」に設定した場合、設定画面での操作

ができなくなります。この場合は、本製品をバッファロー修

理センターに送って修理していただく必要があります。別紙

「安全にお使いいただくために必ずお読みください」に記載

されているバッファロー修理センターへご連絡ください。

Flow Control フロー制御の有効 / 無効を設定します。
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Mode 通信速度およびデュプレックスを設定します。

※「100Mbps 全二重」または「10Mbps 全二重」の固定モードに

設定した場合、接続するネットワーク機器も「100Mbps 全二

重」または「10Mbps 全二重」の固定モードに合わせる必要が

あります。

パラメータ 説明
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MAC アドレスフィルタリング

MAC アドレスでのフィルタ設定をおこないます。

※ 登録された MAC アドレスを送信元アドレスにもつフレームのみスイッチング処理し、その

他のフレームは破棄します。本機能は、IEEE802.1X をサポートしていない機器（NAS、プ

リントサーバなど）を接続する際に、適しています。

⇒ ポート設定－ MAC アドレスフィルタリング

※１ポートに対して最大 16MAC アドレスまで登録できます。

※同じ MAC アドレスを複数のポートに登録することはできません。

※認証設定をしたポートには、MAC アドレスフィルタを登録することができません。

パラメータ 説明

MAC アドレスフィ

ルタリング機能

MAC アドレスフィルタリング機能を使用する（ON）/ 使用しな

い（OFF）を設定します。

登録番号 登録番号を表示します。

MAC アドレス 登録済み MAC アドレスを表示します。

ポート 登録されたポート番号を表示します。

登録 MAC アドレス 登録する MAC アドレスを入力します。

登録ポート 登録するポート番号を選択します。
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ストームコントロール

ストームコントロールのしきい値をを設定します。

⇒ ポート設定－ストームコントロール

パラメータ 説明

制限レート ストームコントロールのしきい値を設定します。設定されたし

きい値を超えるトラフィックのブロードキャスト、マルチキャ

スト、宛先不明ユニキャストは転送されません。

この設定は、受信トラフィックに対してのみ効果があります。

1Mbps しきい値を 1Mbps に設定します

3Mbps しきい値を 3Mbps に設定します

5Mbps しきい値を 5Mbps に設定します

64kbps しきい値を 64kbps に設定します（デフォルト）

Disabeld ストームコントロール機能を無効にします。
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VLAN 設定画面

VLAN ステータス

各ポートの VLAN ステータスを表示します。

⇒ VLAN 設定－ VLAN ステータス

パラメータ 説明

VLAN ステータス 現在作成されている VLAN グループとそのメンバー、VLAN 名、

PVID を表示します。

T ：タグメンバー

U ：アンタグメンバー

N ：非メンバー

編集：VLAN メンバーを編集します

削除：VLAN メンバーを削除します
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• VLAN を構成する際、PVID と同じ番号の VLAN をメンバーに持つように設定してくだ

さい。

• 本製品の管理インターフェースは、VLAN ID1 に属するポートからのみ外部と通信する 

ことができます。VLAN ID1 のメンバーでないポートから設定画面を開いたり、IP 設 

定ツール、Admintools、Syslog、Ping 等を使用することはできません。

• VLAN ID 1 は、デフォルト設定されていて、削除することはできません。

• VLAN 設定を変更して、設定画面が表示できなくなったり、検索できないなどの場合

は、「第 4 章 困ったときは」の 「設定画面が表示できない」(P.68) を参照してください。

新規 VLAN 作成 VLAN を新規に作成します。

VLAN ID：作成する VLAN ID を入力します。 

BSL-SS-2008M/BSL-SS-2016M：1-511 
BSL-PS-2108M：1-4094

VLAN 名：任意の VLAN 名を入力します。 

（半角英数字、「-」、「_」を 17 文字まで入力できます。）

メンバー属性：

Static Tagged タグメンバーに設定します。

Static Untagged アンタグメンバーに設定します。

Not Member 非メンバーに設定します。

パラメータ 説明
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VLAN ポート設定

各ポートの VLAN の設定をおこないます。

⇒ VLAN 設定－ VLAN ポート設定

※ PVID に n を設定する場合、そのポートが VLAN n のメンバーでなければなりません。

パラメータ 説明

ポート 設定するポート番号

PVID 設定するポートの PVID を入力します。
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QoS 設定画面

QoS ステータス

各ポートの QoS ステータスを表示します。

⇒ QoS 設定－ QoS ステータス

パラメータ 説明

QoS 設定 QoS 機能 ：QoS 機能の有効（ON）/ 無効（OFF）を設定します。

ToS 機能 ：ToSベースの優先度制御を有効（ON）/無効（OFF）に
設定します。

スケジューリング：キューモードを設定します。

Strict ：優先度の高いキューを先に出力します。

WRR（Weight Round Robin）：
優先度対応設定による優先度の高いキューを先に

出力します。

※ WRR の比率は、最高：高：普通：低＝ 8:4:2:1 で変更すること

はできません。

CoS 値 / 対応キュー CoS テーブルを表示します。

ToS 値 / 対応キュー ToS テーブルを表示します。
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※設定画面のトップページにある「QoS 簡易設定」で自動設定される項目は以下の通りです。 

QoS：ON 
スケジューリング：strict 
CoS：0 ～ 3 は「低」、4 ～ 7 は「最高」 

TOS：0 ～ 3 は「低」、4 ～ 7 は「最高」 

ポートベース：1,2 ポートは「最高」、3 ～ 8 ポートは「低」 

ストームコントロール：全ポート 64kbps

ポートベース / 対応

キュー

ポートベースプライオリティを表示します。

パラメータ 説明
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QoS ポート設定

各ポートの QoS の設定をおこないます。

⇒ QoS 設定－ QoS ポート設定

※ポートベースプライオリティは、最高：低＝ 8:1 の 2 段階のみ設定できます。

パラメータ 説明

CoS 値 / 対応キュー CoSテーブル（Tagプライオリティに対するテーブル）を設定し

ます。

ToS 値 / 対応キュー ToS テーブルを設定します。

ポートベース / 対応

キュー

ポートベースプライオリティを設定します。
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※ CoS値／ ToS 値／ポートベースプライオリティのすべてを持つフレームは、次のルールにより処理

されます。
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PoE 設定画面［BSL-PS-2108M のみ］

PoE ステータス

PoE のステータス情報を表示します。

⇒ PoE 設定－ PoE ステータス

パラメータ 説明

最大電力 PoE で供給可能な最大電力（60000mW）を表示します。

使用中の電力 現在給電している電力の合計値を表示します。

残りの電力 現在供給可能な残りの電力を表示します。

パワーマージン PoE のマージン電力を設定します。残りの電力がこの値より小さ

くなった場合、新しい PD を接続しても給電しません。（デフォル

ト：10W）

※ 値を少なくすると、接続できる PD の台数は増えますが、負荷変 

動によりPDがシャットダウンされる可能性が大きくなります。 

値を大きくすると接続できるPDの台数は減りますが、負荷変動

により PD がシャットダウンされる可能性が少なくなります。
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PoE 有効化 各ポートで PoE が有効か無効かが表示されます。

ON： PoE が有効です。

OFF： PoE が無効です。

ステータス 各ポートの PoE 給電状態が表示されます。

給電中： PoE から給電しています。

非給電： PoE からは給電していません。

クラス PD のクラスを表示します。

優先度 PoE におけるポートの優先度（高 / 低）が表示されます。本製品が給

電できる最大電力を超えた場合、優先度の低いポートから切断さ

れます。同じ優先度の場合、ポート番号の大きいポーから切断され

ます。

供給電力（mW） 各ポートで消費されている消費電力を表示します。（mW）

電流値（mA） 各ポートで消費されている消費電流を表示します。（mA）

パラメータ 説明
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PoE ポート設定

各ポートの PoE 機能の有効／無効の設定と優先度の設定をおこないます。

⇒ PoE 設定－ PoE ポート設定

パラメータ 説明

PoE 有効化 各ポートでPoEが有効又は無効に設定します。（デフォルト：全

ポート ON）

ON： PoE を有効にします。

OFF：PoE を無効にします。

優先度 PoE におけるポートの優先度（高 / 低）を設定します。本製品が

給電できる最大電力を超えた場合、優先度の低いポートから切

断されます。同じ優先度の場合、ポート番号の大きいポートか

ら切断されます。（デフォルト：全ポート低）
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管理画面

システム情報

本製品に関する情報を表示します。

⇒ 管理－システム情報

パラメータ 説明

製品名 本製品の製品名を表示します。

スイッチ名 本製品に設定されているスイッチ名を表示します。

IP 設定ユーティリティで検索したときに表示される名称です。

IP アドレス 本製品の IP アドレスに関する情報を表示します。

有線設定 本製品の MAC アドレスを表示します。
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本体設定

本製品を識別する情報を設定します。

⇒ 管理－本体設定

パラメータ 説明

スイッチ名 本製品の名称を設定します。IP設定ユーティリティで検索した

ときに表示される名称です。

使用可能な文字は、半角英数字、「-」（ハイフン）、および「_」アン

ダーバーで 1 ～ 32 文字まで入力できます。

IP アドレス 本製品の IP アドレスを設定します。

サブネットマスク サブネットマスクを設定します。

デフォルトゲート

ウェイ

本製品のデフォルトゲートウェイを設定します。

デフォルトゲートウェイが存在しない場合は、「0.0.0.0」のまま

にしてください。

DHCP モード DHCPサーバから IPアドレスを取得するかどうか設定します。
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パスワードを忘れると、ログインできなくなります。ご購入時の状態に戻すには、本製

品をバッファロー修理センターに送って修理していただくことになります。その場合、

「安全にお使いいただくために必ずお守りください」に記載されているバッファロー修理

センターへご連絡ください。

管理ユーザ名 設定画面へログインするときのユーザ名です。

admin から変更することはできません。

パスワード

パスワード確認

設定画面へログインするときのパスワードです。

「パスワード確認」にも同じパスワードを入力します。

使用可能な文字は、半角英数字で1～8文字まで入力できます。

パラメータ 説明
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時間設定

本製品の時刻設定をおこないます。

⇒ 管理－時間設定

パラメータ 説明

現在時刻 現在の時刻を表示します。

［現在の時刻を表示］をクリックすると、表示を更新します。

SNTP SNTP サーバの設定をおこないます。

使用する ：SNTP サーバの設定をおこなうときは、チェッ

クをつけます。

サーバ IP ：SNTP サーバの IP アドレスを入力します。

確認時間 ：SNTP サーバに時刻を問い合わせる間隔を設 

定します。

タイムゾーン ：タイムゾーンを設定します。通常、本製品は日 

本国内で使用するため、「JP（Asia/Tokyo）」を
選択します。
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ポート統計情報

各ポートごとの統計情報を表示します。

⇒ 管理－ポート統計情報

パラメータ 説明

ポート ポート番号を表示します。

Name ポート名を表示します。

受信オクテット 受信オクテット数を表示します。

受信パケット 受信パケット数を表示します。

送信オクテット 送信オクテット数を表示します。

送信パケット 送信パケット数を表示します。

詳細情報 ポートごとの詳細情報を表示します。
BSL シリーズユーザーズマニュアル



BSL_series.book  59 ページ  ２００６年１１月７日　火曜日　午後４時２３分
管理画面

MAC テーブル

MAC アドレステーブルを表示します。

⇒ 管理－ MAC テーブル

パラメータ 説明

ポート ポート番号を表示します。

MAC アドレス 学習済みの MAC アドレスを表示します。
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ログ情報

本製品のログ情報を表示します。

⇒ 管理－ログ情報
 

パラメータ 説明

表示メッセージ 表示させるログを選択します。

設定ログ：本製品の設定に関連したログを表示します。

認証ログ：ログイン認証や IEEE802.1X のポート認証等のログ 

を表示します。

デバイスログ：デバイスの接続情報等のログを表示します。

システムログ：その他、システム関連のログを表示します。
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Syslog 転送設定

本製品のログ情報を Syslog サーバに転送する設定をおこないます。

⇒ 管理－ Syslog 転送設定
 

パラメータ 説明

ログサーバへ送信 使用する：ログサーバへ送信する場合は、チェックをつけます。

サーバ IP：サーバの IP アドレスを入力します。

ヘッダに付加する情報： 

ヘッダに付加する情報を指定します。

ログサーバの設定は、各ログサーバのマニュアルに従っ
てください。

種類 転送するログの種類とレベルを指定します。転送する内容は、

Notice（注意）と Information（情報）から選択します。

設定：設定操作関連のログを転送します。

認証：ログイン認証や設定画面を表示する際の認証等のログを  

転送します。

デバイス：デバイスのログを転送します。

システム：その他、システム関連のログを転送します。
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Ping
Ping コマンドを実行します。

⇒ 管理－ Ping
 

 

パラメータ 説明

宛先 IP Ping コマンドを実行する宛先 IP アドレスを入力します。

「実行」ボタン Ping コマンドを実行します。
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ファームウェア更新

本製品のファームウェアを更新します。

⇒ 管理－ファームウェア更新
 

 

※「ファームウェアを更新しました。機器は再起動します。」と表示されればバージョンアップは

成功です。この画面が表示されるまで絶対に電源を抜いたり、LANケーブルを抜いたりしない

でください。

パラメータ 説明

ファイル ファームウェアファイルを指定します。

「実行」ボタン ファームウェアの書き換えを実行します。
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設定保存 / 復元

本製品に設定されている内容をファイルに保存したり、復元したりします。

⇒ 管理－設定保存 / 復元
 

 

パラメータ 説明

「設定保存」ボタン 本製品の設定内容を保存します。

ファイル 本製品の設定ファイルを指定します。

「復元実行」ボタン 設定ファイルの内容に復元します。
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設定初期化 / 再起動

本製品を初期化したり、再起動したりします。

⇒ 管理－設定初期化 / 再起動
 

 

パラメータ 説明

「設定初期化」ボタン 本製品の設定を初期化します。

「再起動」ボタン 本製品を再起動します。
BSL シリーズユーザーズマニュアル 65



66

BSL_series.book  66 ページ  ２００６年１１月７日　火曜日　午後４時２３分
第 3 章　設定画面

出荷時設定一覧

分類 項目 初期値

ユーザ認証設定 認証 有効（変更不可）

認証サーバ IP 0.0.0.0

認証ポート 1812

Shared Secret なし

Timeout 5 秒

確認回数 3 回

有効時間 60 分

ポート認証 全ポート認証しない

ポート設定 ポート名 なし

ポート有効化 ON（有効）

FlowControl OFF（無効）

Mode 自動（オートネゴシエーションモー

ド）

MAC アドレスフィルタ

リング

OFF（無効）

ストームコントロール

（BSL-PS-2108M のみ）

全ポート 1Mbps

VLAN 設定 VLAN 全ポート VLAN1 の Untag メンバ

PVID 全ポート 1

マネージメント VLAN 1（変更不可）

QoS 設定 QoS 機能 ON（有効）

ToS 機能 ON（有効）

キュースケジューリング WRR

CoS 優先度 0,3：普通、1,2：低、4,5：高、6,7：最高

ToS 優先度 0 ～ 7 全て「低」

ポートベース優先度 1 ～ 8 全て「低」
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PoE 設定

（BSL-PS-2108M のみ）

最大電力 60000mW（変更不可）

パワーマージン 10W(10000mW)

PoE 有効化 全ポート ON（有効）

優先度 全ポート「低」

管理 本体設定 スイッチ名 BSL************（* は MAC アドレス）

IP アドレス 192.168.1.254

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DHCP モード 無効

管理ユーザ名 Admin（変更不可）

パスワード なし

時間設定 現在時刻 1900 年 1 月 1 日 9 時 0 分 0 秒

（SNTP を使用しない場合の開始時刻）

SNTP 使用しない（無効）

サーバ IP 0.0.0.0

確認時間 24 時間毎

タイムゾーン JP（Asia/Tokyo）

Syslog 転送設定 シスログサーバへの送信 使用しない（無効）

シスログサーバ IP なし

付加するヘッダ情報 MAC アドレス

設定 なし

認証 なし

デバイス なし

システム なし
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4 第 4 章 困ったときは
 

困ったときの対処方法

現象 対処方法

POWER ランプが点灯しな

い

• 本製品とコンセントが、電源ケーブルで接続されているか

を確認してください。

LINK/ACT ランプが点灯し

ない

• 本製品と接続機器の電源が ON になっているかを確認して

ください。

• 本製品と接続機器の両方にLANケーブルが接続されている

かを確認してください。

• 適切なタイプのケーブルを使用しているか、また、ケーブ

ルの長さが規格を超えていないかを確認してください。

• 接続機器の LAN アダプタが正常に動作しているか、また、

LAN ケーブルに問題がないかを確認してください。

• 接続しているポートが無効となっていないか、確認してく

ださい。

設定画面が表示できない • 有効な IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲート

ウェイが本製品に設定されているかを確認してください。

•（ポート認証設定時）管理者パソコンは認証しないポート

に接続してください。

•（VLAN 設定時）管理アクセス用 VLAN のメンバーポートに

接続しているかを確認してください。

• 接続ポートの LINK/ACT ランプが点灯しているかを確認し

てください（上記「LINK/ACT ランプが点灯しない」参照）。

上記の対策方法で正しく動作しない場合は、バッファロー修

理センターへお送りください。

BSL_series.book  68 ページ  ２００６年１１月７日　火曜日　午後４時２３分



BSL シリーズユーザーズマニュアル
2006 年 11 月 10 日 第 3 版発行 

発行 株式会社バッファロー 

BSL_series.book  69 ページ  ２００６年１１月７日　火曜日　午後４時２３分



PY00-31003-DM10-03 3-01 C10-012

BSL_series.book  70 ページ  ２００６年１１月７日　火曜日　午後４時２３分


	BSLシリーズ ユーザーズマニュアル
	製品概要
	特長
	ハードウェア
	レイヤ2スイッチング
	管理機能
	セキュリティ機能
	QoS機能
	PoE機能（BSL-PS-2108Mのみ）

	ネットワーク電源供給（PoE）［BSL-PS-2108Mのみ］
	LANポート仕様

	ネットワークプランニング
	本製品を使ったネットワーク構成
	例1.ポートベースVLAN（会社の場合）
	例2.マルチプルVLAN（学校の場合）
	例3.マルチプルVLAN（インターネットマンションの 場合）
	例4.タグVLAN（会社の場合）


	設定画面
	スイッチの設定画面
	設定画面を表示する
	トップページ
	パネル表示

	ネットワークからのアクセス
	メニュー階層
	ユーザ認証設定画面
	ユーザ認証ステータス
	認証サーバ設定
	ポート認証設定

	ポート設定画面
	ポートステータス
	速度/モード設定
	MACアドレスフィルタリング
	ストームコントロール

	VLAN設定画面
	VLANステータス
	VLANポート設定

	QoS設定画面
	QoSステータス
	QoSポート設定

	PoE設定画面［BSL-PS-2108Mのみ］
	PoEステータス
	PoEポート設定

	管理画面
	システム情報
	本体設定
	時間設定
	ポート統計情報
	MACテーブル
	ログ情報
	Syslog転送設定
	Ping
	ファームウェア更新
	設定保存/復元
	設定初期化/再起動

	出荷時設定一覧

	困ったときは
	困ったときの対処方法



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 500
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 500
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /JPN <FEFF005700650062541130510035003000300070007000693001004a005000479ad889e350cf5ea63002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions true
        /ConvertStrokesToOutlines true
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 200
        /LineArtTextResolution 400
        /PresetName <FEFF005B4E2D89E350CF5EA6005D>
        /PresetSelector /MediumResolution
        /RasterVectorBalance 0.750000
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive true
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [419.528 595.276]
>> setpagedevice


